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（今後検討していく課題1－②・③）  



チベーションを寮  

仕組み（  

◆「介護従事者」  

1．給与水準のUP  

⇒ 職員へ還元できる報酬単価の設定  

2．介護の専門性の確立と向上   
⇒ 介護の専門性の明確化  

社会的評価の向上  

3．教育内容の強化  
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モチベーションを  

◆組織（事業所）  

1．事業所努力に対して評価制度の導入  
⇒ 多様化しているニーズに対応するためのプログラ   

ム構築や人材確保等の努力は、制度では評価され  
ない  

⇒ 現状の「そこまでやらなくても、大変だから」から   
「やってみよう！」と思える組織づくり  

2．やりがいをもてる勤務環境づくり  
⇒ 人事考課制度やキャリアパスの導入  

3．職員が定着する魅力ある職場づくり  
⇒「マネージメント能力」のある職員の養成と配置   

（報酬にて促進）  
3   



介護の中でもっとも難しく、答えの見えないのが認知症のケア。  

戸惑い、不安な中で介護していると、高齢者も職員もストレスが  
たまり、追い込まれていく。  

1．認知症のケアの標準化・体系化が図れないのか？   
（参考資料参照）  

2．標準化したものを実践的に学べる教育研修システム   
（P6へ）  

となるが、どうしても医師（医療）は、介  
＼存在。介護職の医療的知識不足もあ  
しい。  が
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輯耕 

いル  
⇒ お互いの立場を理解する仕組みづくり  

4．認知症ケアにおける医療モデルと介護モデルの確立および共   
通マニュアルの構築（医師と介護職の共通言語）  
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1．「国」が確立した認知症の標準サービスのモデル施   
設を設立（認定施設）  

⇒「こういう形を求めている」という基礎となるモデル施   

設を作り、サービスのあり方、考え方を普及  
⇒実践的に学べる教育の場とし、モデル施設に対し  
教育指導できる職員配置の補助を行う  

2．地域での支えあいモデルの構築（訪問介護一訪問   
看護■通所介護t短期入所生活介 護・かかりつけ医・   
小規模多機能・グループホーム相互の連携）  
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者介護マニュアルチャート  認知症高   
謀†⊂：：コほ行脚書である。   

番稀府区分旺おおよその目安であ竜。  
■体積搬雑書については別とする。  

参考資料  

第3期  第2期前半  第乏期後半   前駆期  

捷  

腹  

入  

浴  
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目的善玉れ与ため行動がちぐは  
ぐになり、達成できないこ上が目  
立つ．  

晴々忘れることがあ  
目的摺った行勤を  るや  

日揮中心の糞わ的帯  
触になり、生介助が必  
蔓となる．  

目的を持った行軸がとれないことが多くなる。  目的を忘れていも行勤が日  
立って、鰐的の速成ができな  
いことがある。  身体鈍行葡陣書が出現する。  

近増配慎陣讐が出 現す与。  妃≠雑書や見当濃陣書の逢  
行，，  

暮雷・暮力市島  
腋兜的に行勤で舌な い。  記せ陣書、見当撫陣書  

理解∴間断力儀下による不安感、恐怖軋ユト  
レス、九環春め不扁切な関わり。  

見当鮒書からく古不安、生  性精、経済状況、妃≠経書や  え削獣  
た脚書、見当凛陣幕、目的が  
不明なもの．エビソー、ド記憺血  

譜紐．不安． 相手め抒勤が理解，判断で舌ないことによる不  
安感、恐怖番、暮恥心。  

誇ってLtるカ」の鳶に  中心となる力 り，移乗．座位など虎  甘」酷暑上カ   
白鷺立志勲作訓練で、機能釣鐘持・国旗を目的とした丸  
か」め向上を鍔橋すも血せある。  

機能層社  
訓踵蕎為  

よって鳶富貴里す古【．▲本は柵能保持である．】この弥俳ま．由分の汚職が危険かど  
うかの覇断ができ恥、た軋転倒や甘折などの1末な事故につながるので法王す  

紐曹宋集、線素療浅、  
構繍の予防および凪  
■、好■カテーテル管  
理など。  

利用電の持つ．既往痘に対拓するが、薫群生命の危瀧を持つ判嗣肴の状個膚鷹欄憎L什欄僕欄聞ために薫に童櫻生者介助や間接生者介臥  
汚れ隷書闊達介助も行う三  

亜地層社  
訓錬行為  
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・給仕¶せな介護に法  
書する．  
・簿書め党辱につい  
て．書換にtきかける  
時期が到来する。  
・童介助となるが、蜘  
心への十分な配慮と  
しつかり上帝¶をかけ  

た介助書する。  

する。  
・人¶としての書無音  
保つ＝  

・その人らしさを曇現し  
ている介護をする。  
・♯にバイタルサイン  
をチエツウしておく。  
・定期的な体位責襖を  
ナる。  
・ターミナルケ丁につ  
いても含ヰにおく。  

・人に対する見う雛若緑持する。  
・、瞳責情報に視壬惰＃も加える♯きかけをするろ  
・鳶職鷲檀、技のE慎への＃磨かけ舌丁も．  
†■本史話牒．その人の持つ／くターンヘ講専する。  

・1手懇情にE丘ナる。  
・人繊た托に対して備える。  
・汚職陣書は鞘用電の漉現であり、霹2期で拗現しやす  
いが、以下の■書的対応を再確陸ナる。  
●ポジティゴな感情が章出でき竜ヰ墳を義憤する。  

●不快感青線表する．  
●いつも礪庵く、集魚を檀供することが仕事である。  
●判網書lことって心地よい身体的・心葡椚僧れ合い吉雄  

供す竜。  
●髄撫で熱克込む方法を＃止する。  

しない．  

・結青囁く姿勢を保持する。  
・∴時．増斬の見当雛を確認す  
る各  
・人に対する見当撫を活用す  
るt  

・性檜欄個を絶息するヰ  
・見守りと少しのし増長的介入  
をす竜っ  

各。  
・紀愴のメカニズム  
を細る。  
・不安の土壌を綱零  
する。  
・不安の除去をサ  
ポートする－  

・負傷の国枝をテー  
マにする。  
・書体症状を躍如す  
る。  
・見守りの妾辛が墓  
車である；  
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●恐縮から繍を守れる場断  

●電定した積壌を♯すする  

「認知症高齢者標準ケアサービス［改訂版］  

日総研出版  る。 ●需鎮から声をかけるこ七 びつく恐怖感へめ鷲慮〉。  




